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小 林 道 夫

デ カルhの 哲 学 が、 近 代 の機 械 的 自 然 観 を 基 礎づ け た とい う事は、 哲 学 史 の常 識で ある。

科 学が 圧倒 的 な現 代 に お い て、 近代 全 体 を反省 す る際 に、 デ ヵル トの哲 学 が、 そ の第 一 素材 と

な るの は至 極 当然 であ る。 こ の事 は、 科 学 を発展 の主軸 とす る近代 全 体 に背 を向け よ うとす る暫

学が、 そ の否定 的 側 面 の根拠 を、 専 らデ カル ト哲学 の内 に追求 し よ うとす る事実 に よっ て何 よ り

も象 徴 的 に示 され る事 で あ る。 そ して こ の種 の試 みは、 デ カル トの 自然 観 の形 成 の背 景 に対象 措

定 の思考 に単純 に還 元 し得 ぬ 深 い形 而 上学的 用 意が あ る事 を、 意 識的 にせよ無 意 識的 にせよ見落 す

とい う仕 方 で な され るのが 普通 で あ る。 従 って、 こ の場 合 は、 近代 全 体 に対 す る哲 学 的批 判 が、

極 め て安 易な形 でな され てInる と レ・う印象 を与 え る のは止 む を得 な い 事で あ る。 ところ で、 この

よ うな科 学的 思考 に対す る拒 絶反 応 に基 づ く近 代 に対 す る批 判 とは 反対 に、 科学 の成 立 を文 化 史

上 の主 要 な現 象 と して受け 入れ 、 そ の成立 の歴 史 的経 過 を追 求 しよ うとす る科学 史 の立場 に眼 を

や る と、 ここで は、 近代 科 学 の 成立 と意 味 の探 求 の対 象 と しては、 必ず し もデ カル トの 自然 学 の

提示 す る ものが、 そ の形 而上 学的 背 景 に まで 及ぶ とい う形 で十 分分析 され てい る とは思 われ な い。

近年 の科学 史 の 成果 の 内、 い わ ゆ る科学 革命 に関す る領 域 で 注 目す べ き ものは、 大 別 して一 つ

は 中 世科 学史 の実 証 的研 究 、及 び ガ リレオ研 究が 挙 げ られ る。 そ して第 一 の立場 か らは、 中 世に お

いてす で に近 代 科学 の黎 明が あ る とい う主張 、 第 二 にお い ては、 ガ リレオ の業 績 の 内に 、近 代 科

学 の 成立 の事情 を 求 め る とい う傾 向が しば しば前 面 に 出 され てい る。 それ と共 に、 近代 科 学 の成

立 に対 す る デ カル ト自然 学 の意義 が 相 対的 に希 薄 に され る とい う結 果 をみ てい る。然 しなが ら、

これ らの動 向 に対 しては、 多 少 な りと も根 本 的な ニ ュア ソス を加 え る必 要 が あ る。 まず 第一 につ

いて いえ ば、 史 家達 の主 張 の根拠 は、 十 四世 紀 の オ ッカムの ウィ リア ムを創始 者 とす る ノ ミナ リ

ス ト即 ち、 ニ コ ラ ・ ドレー ムや ジ ャン ・ビ ュ リダ ソな ど の仕 事の 内 に運 動 現 象 に対す る力 学的 分

析 や、 座 標空 聞 の概 念 の萌 芽 が認 め られ る とす る と ころに あるが、 運動 の分析 に 関 しては、 法 則

性 の 追 求、或 は一般 化 の手 続 きとい った 科 学理論 の基 礎 を構 成す る ものに対 す る着 眼 が根 本的 に欠

け てお り、 座 標 空 間 の発 想 につ い て も、 直線 と数 との対 応が 考 えられてお らず 、そ の空 間概念 は 直

線 で は な く図形 に 基づ くもの で ある。 オ ッカム派 に よる 自然現 象 の分 析 には、 そ の名 目論 の立 場

か ら当然 の事 では あるが、 数 学 を 自然 の法 則性 と同 一化 す る とい う、 近代 科 学 の成 立 を決定 づ け

9
る考 え はみ あた らな い ので あ る。 同様 の事 は オ ッカム派 以外 で、 時 折 注 目され る イギ リスの グ ロ

ス テス ト、 ロ ジ ャー ・べ 。 コ ン或 は イタ リアの パ ドヴ ァ派 の科 学 認識 論 の展 開 につ い て もい え る。

彼 等 に お い て も、 ア リス トテ レス以来 の、 数 学 と 自然 学 の峻 別 とい う原 則 につ い ては 根本 的 に問

題 に され て いな い。

ガ リレオ研 究 につ い ては、 コィ レ の古 典 的 では あ るが、 その 議論 の 展開 の単 純 さが 問題 とされ

る著 作 以 来、 最近 で は、 ア リスrテ レス 及び 中世 の 自然 学 を十分 ふ ま えた 上 で、 ガ リレォ の業 績
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を適格 に位置 づ け る とい う仕 事 が 公け に され て い る。 それ に ょれ ば、.ガリレオに よる落 下運動 の

数 式 化 を、 自然現 象 に 対す る数 学 の応 用 と して 画期 的 な もの と認 め なが ら も、 「自然 の法 則 性 」

の把 握 につ い ては、 未 だ に充 分伝 統 的枠 組 を脱皮 して いな い と され る。 即 ち天 体現 象 と地 上現 象

の同一 化 の欠 如、 それ に伴 う重 力質 量 と慣 性 質量 の区 別、 及び 直線 上 の慣性 運 動 の概 念 の欠如 が

指 適 され る。 ところ で、 これ らの ガ リレオ研 究 者が、 近代 の機 械 論 的 自然 観 の成立 過程 を全体 と

して ど うみ るか とい え ば、 それ は ガ リレオか ら ホ イヘ ソス を介 して 二s一 トソに よ って完 成 され

る とす る のが常 で ある。 この種 の議 論 に対 しては、 勿論 力学 的 宇宙 観 の数 式 上 の完 成 が一 応 二s

一 トソに よ って成 る とい う事は 否定 し難 い 事実 で あ るが、 近 代 の機 械論 的 自然 観 の基本 的 枠 組 そ

の ものは、 デ カル トに お いて与 え られ てい るとtiう 事が 強調 され ね ばな らな い と思 われ る。 先 に

あけ た ガ リレオにお い て欠 如 し ている とされ る 概念 は、す べ て デ カル トにお い ては っ き りした

形 で提 示 され てい る。 更 に デ カル トに お い ては、 運動 量 恒 存 の法 則、 衝 突 問題 の定 式 化、 及 び円

運動 の直 線 に基 づ く分析 な ど、 古 典 力学 の基 礎概 念 が提 出され'てい る。 そ して これ らの概念設 定

が、 ガ リレオ に至 るま で根 強 く影 響 を及 ぼ した ア リス トテ レス主 義 の全 体 的 な超 牽 で あ る事 は明

瞭 で あ る。 ホ イヘ ソス、 ニ ュー トソとの連 関に つ い ていえ ば、 両 者 と も、 自然 を全 体 として、 少

数 の数 学 的 原理 に基 づ く体系 とす る 見方 は、 デ カル トよ り受 け つ いで し(る。 最 近 の考 証 は・ ホ イ

ヘ ンス のみ な らず、 二s一 トソに お い て も、 そ の数 学 的 自然 学 の骨格 の形 成 が、 デ カル トの 「哲

学 原理 」 の吟味 に 負 うてい る事 を明 らか に してい る。 例 え ば、 万有 引 力 の発 見 は、 デ カル トの

「哲 学原 理 」 の 中の、 円 運動 の分析 を手が か りに して いる ので あ る。普 通 、 古典 力学 は の最 終的

な完 成 は、 ラグ ラソ ジ ュ及 び ラプ ラスに よ って果 た され る と考 え られ るが 、 ラプ ラスに おけ る、

仮 想 変位 の原 理 に基 づ く動 力学 の静 力学 へ の還 元 とい う試 み 、 或 は ラプ ラス の 「確 率 に つ い ての

哲学 的試 論 」 序論 に み られ る物 理決 定 論 の 思想 ぞ 「ラ ブ ラス の魔 」 と表現 され る一 は、 デ カル ト

の 自然 学 の立場 の完 成 とみ な し うる もの で ある。 この よ うな事 か ら近 代 的 自然 観 そ の もの は、 ガ

リレオ よ りむ しろ デ カル トに お い て確立 され た と主張 す る事が 許 され る と思 う。

で あ る とす れ ば、 こ こで 、 近代 的 自然 観 の確 立が 殊 に デ カル トに お い て可 能 で あ った 理 由は ど

こに あ るか と喚 う問 題カミ提 起 され る。我 々の解 釈 に よれ ば0そ れ は、 デ カル トにお け る、従 来 の

形 而 上学 の根 本 的 な再編 とい う事 と不可 分 で あ る と考 え られ る。 デ カル トは、 あ る とこ ろで、 ガ

リレオ の 自然 学 を評 し て、 それ が基 礎 な しにた て られ た とい って い るが、 我 々の解 釈 は、 これ を

真 面 目に受け 取 るので あ る。 この よ うに解 釈 す る事 の直接 的 な根 拠 は、 デ カル ト自身、・自然 学 の

構 築 に際 して、 自分 の 自然学 の基礎 づ け は、 形 而 上学 の確 立 とい う途 に よ っ てのみ 可 能 で あ った

と断 言 して い る事 で あ る。(1630年4月15日 メル セ ソヌ φて の手紙)こ こで デ カル ートのい

わ ん とす る形 而 上学 とは、 具 体的 には、 そ の同 じ手 紙 にお い て主張 され てい る永遠 真 理 創造 説 を

意味 してtiる 。 これ に よれ ば、 第 一 に神 は、 現 実 の物理 的 存在 のみ な らず、 数 学 上 の必 然的 真 理・

即 ち永 遠真 理 を も創 造 した と考 え られ 、 第 二 に、 そ うい う永遠 真 理 が人 間 知性 の内 に刻 印 され て

内 在 してい る とい う。

それ で は、 こ の永遠 真 理創 造 説が 、 自然 学 の基 礎 を構 成す る とは、 ど うい う事 を意味 す るのか 。
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それ は、 数 学 的真 理 が、 従 来 の よ うに叡 知 的 世界或 は 天 体現象 に属 す る もの と考 え られ るので は

な く、 現実 の 自然 現 象 の法 則性 とし て、 被 造物 と して の 自然 の 内 に組 み こ まれ る とtiう 事、 そ し

てそ の法 則性 の認識 の源 泉 が、 感覚 的経 験 の 内に では な く、 人 間知 性 の内 に 求 め られ る とい う事

で あ るOし(い か え る と、 一 方、 自然 の普 遍 的法 則性 は、 人 間知性 に内 在す る数 学的真 理 を源泉 と

して探 求 され るが、 他 方、 こ の法 則性 の内 容 そ の ものは、 神 の創造 物 で あ る事か ら、 これ が、 人

間的 視 野 を超 え て、 物 理 的世 界 そ の もの に も絶 対 的 に妥 当す る とは主張 出来 な い。従 って啄 そ の

事 のた めに は、 物理 的 世 界 の告 示者 と しての 感覚 的経 験 を必 要 とす る。 こ の よ うに永遠 真 理創 造

説 は・ 形 而 上学 的 に は、 人 間的視 野 におけ る必 然 的真 理 が、 神 の視 座 に お いて は、 それ 自身偶 然

性 を もつ とい う事 を意 味 して お り、 同時 に 自然認 識 に 関 しては、 それ が法 則 性 の ア プ リオ リな探

求 と、 実 験 に基 づ く検 証 の二 つ の手 続 きを必 要 とす る とい う事 を意味 して い る。 こ の事 は 「世界

論 」、 「省 察」 後半 部.哲 学 の原 理第 皿、 第 皿、 第IV部 の展 開の 構造 の内 に確 認 し うる事 で あ る。

な お、 こ こでは 議論 しな いが 、 「省 察 」 の形 而上 学全 体 は、 こ の神 の全 能 に立脚 す る永 遠真 理

創 造説 の設 定 に対 して、 これ を受 け て立 つ精 神 の側 の、 内面 的 態 度決定 或 は 自己説 得 を表 明す る

もの とい う意味 を もっ て いる。 即 ち永 遠真 理 創造 説 は、 悪霊 の仮想 を引 き起 こ し、 「我 有 り」 の

確 認 よ り善 な る神 の確 信 に至 る過 程 は、 こ の仮想 に対 す る内面 的解 決 に他 な らな い ので あ る。

この よ うに、 デ カル トが近 代 的 自然 観 の成 立 を決定 づ け た点、 即 ち数 学的 観念 に基づ く、 自然

学 の基 本 的 概念 の設 定 、 及びそれ の 自然現 象 へ の適 用 とい う考 え は、 上述 の よ うな極 め て明確 な

形 而 上学 の立場 に支 え られ て い るの で あ る。(デ カル トの 自然 学 の展 開 に お い て、 例 え ば、 ア リ

ス トテ レスの 自然 学 と根 本的 に対 立す る、 円周 上 の一 点 におけ る接 線 方 向へ の慣性 運動 とい った

考 え が、神 の不 変性 、或 は 神 の永 遠 真理 創造 説 を前 置 きに した の ちに提 示 され る とい う次第 は、 こ

の よ うな事情 を反 映 して い る。)こ の デ カJレトに おけ る形 而 上学 と 自然 学 の統 一 とい う事態 は
、

近代 科 学 全 体 を哲 学 的 に問題 にす る時 、 十分 強調 され て い い事だ と思 われ る。(こ の事 は、 パ シ

3ラ ール、 コイ レ、 ベ ラバル とtiっ た近 頃 の ヨー ロ ヅパの代表 的 な歴 史 家或 は科 学哲 学者 に よっ

て も十分 考 慮 され てい る とは い い難 い ので あ る。)

さ て以上 我 々は、 近代 的 自然 観が殊 に デ カル トにお いて確 立 した 事、 及び その 理 由が、 専 ら逆

説的 に デ カル トが 自然 学 の基 礎 を形 而 上学 に求 め だ とい う点 に あ る と述 べ た。 とこ ろで、 そ の よ

うな形 而 上学 は、 例 え ば 上述 の永 遠真 理 創造 説 自依 キ リス ト教 の無 か らの創 造 の神、 及び 古代

ギ リシ アに発 す る永 遠真 理 の思 想 を前提 に してい る 事か らして も明 らか な よ うに、 デカル トー 人

の手 にな る もの では な く、 伝 統 的 形 而 上学 を基 盤 に し てい る もの で ある。 従 っ て、 我 々の解 釈 は、

近代 的 自然 観 の 成立 は、 従 来 の形 而 上学 の伝 統 を背景 と して のみ可 能 で あ った とい う主張 につ な

が る。 そ こで、 近 代 の 自然 観が 、 デ カル トに お いて殊 に、 形 而 上学 の基 礎 づけ を介 して確 立 した

とい う事 の意 味 を十 分 明 らか にす るた め に、 その 形而 上 学 と従 来 の殊 に 中世思 想 との連 関 を探求

して お く必 要 が あ る。 そ こか らいか な る点 で デ カルFの 形而 上 学が、 デ カル ト以 前 の他 の諸 思想

と比 較 して、 新 たな 自然 観 を擁 立 し うる もの とな って い るか をふ まえ る必 要 が あ る。

通 常、 レ・わゆ る科 学 革命 は、 ル ネ ッサ ンスに おけ る古代 ギ リシアの プ ラ トニ ズ ム或 は 原子 論 の
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再 生 を契 機 と して成 立す るとInわ れ る。 例え ば コ イレは ガ リレオに おけ る ブ ラ トニ ズ ムを強 調 し、

他 方 ガ ッサ ソデ ィに代 表 され る、 古 代 原子 論 の復 活が 、 しば しば論 議 され て い る。 しか しル ネ ッ

サ ソス におけ る プ ラ トニズ ムは、 おおか た ネオ ・プ ラ トニズ ム と結 びつ いた 神秘 的 な もので あ り、'

物 理的 自然が 数 学的 構 造 を もつ とす る 見方 に必 ず し も結 びつ く もので は な い。(コ ペル ニ クス ・

ケ プ ラー の場 合 が そ うで あ る)又 原子 論 に つ い ていえ ば、 ガ ッサ ソデ ィにおInて は、 原子 そ の も

のが 「動 く物 質 」 と考 え られ て お り、 ア リス トテ レス主義 或 は アニ ミズ ムを脱脚 して い る もの で

は な い。 原子論 そ の ものに 関 しては ガ ッサ ンデ ィ以 上 に徹 底 して お り、 機 械論 的 立場 に近 づ い て

い る 事 が 認 め られ る バ ッ ソソにお い て も、 その物 質 観 には 自然 の原 理 を宇 宙霊 と考 えた ス トア

派 の ア ニ ミズ ムが 混 在 してい る。 原子 論 が 機械論 的 自然 観 の原 理 と して積 極 的 に取 り入 れ られ る

の は、 や は リ デ カル トを介 してな の で あ る。 ル ネ ッサ ソスが 機械 論 的 自然 観 の形 成 に、 決定 的 に

貢献 した点 は、 む しろ十 六 世紀 の後 半 以後 の アル キ メデスの 著 作 の普 及 に求 め られ ねば な らな い。

物 理 的 事 象 に 数 学 を応 用 し うる事 を教 えた の は専 らアル キ メデス な ので あ る。 ガ リ レオ 及び

デカル トと もに、数 学 的 物理 学 とい う考 え につ い ては、 アル キ メデス に契機 づ け られ てい るので

あ る。 しか しアル キ メデス の業 績 その もの の内 には、 静 力学 を小数 の原 理 か ら演 繹的 に展 開す る

とい う考 え はな い。(こ の点 に つ いて は、 アル キ メ デス の著 作 の積 極 的 な紹 介 者 で あ り、 自ら も

少 なか らず数 学 的 自然 学 の形 成 に帰 与 した ステ ヴ ァンが 注 目され る。 デ カル ト及び その若 年 の師

で あ った ペ ー ク マ ンは ス テ ヴ ァソの 影 響 を受け てい る。 デ カル トが 駅驚 くべ き学問 の基 礎.と 称

した連続 量 と非連 続 量 の統 一 とい う考 えは ステ ヴ ァソの内 に 見い 出 され る。)更 にル ネ ヅサ ンス

の 自然 思想 を通 覧 した場 合 に気 付 かれ る事 は、 ア リス トテ レスの 自然 学 に代 わ る充 分新 た な 自然

哲 学 を生 み 出 してい な い とい う事 で あ る。 む しろ、こ の アリス トテ レス主義 の超克 の積 極 的 な試 み

は、 ス コ ラ哲 学 内部 に認 め られ る。 デ カル トに お け る新 たな 自然 学 の形 成 の思想 的 背景 は、 トマ

ス以 後 の、 ス コ ラ哲 学 の展 開 の内 に求 め られ る もので ある。 デ カル ト思 想 と中世 思 想 と の連 関に

つ い ては、 ジル ソ ソの古典 的 著 作 を契機 と して絶 え 間 な く論 議 され て きてい る。 ジル ソソの解 釈

に つ い ては、 第 一 に デ カル トの形 而 上 学 の核心 を オ ラ トリオ修 道 会 の、 ネオ ・プ ラ トニズ ム的 ア

ウグス テ ィヌ ス主 義 に還 元 し よ うとす る事、 第二 に ス コ トゥス 及び オ ッ カムへ の言 及カミ不十 分 で、

殊 に ス コ トゥス との連 関 を否定 す る事、 第 三 に デ カル トの 自由意志 の見方 が 一 貫 しな い と解 す る

事、 これ らのいずれ の点 に お い て ももはや容 認 し うる ものでは な い。我 々の見通 しに従 え ば、 思

想 史 的連 関か らすれ ば、 デ カル トの形 而 上学 に 対す る ドソス 。ス コ トゥス の思想 の位置 が 大 切で

あ る。 ス コ トゥスの思想 は、 トマ スの ア リス トテ レス主義 及び プ ラ トニズ ムを超 克 す る方 向へ 決

定 的 な一 歩 を踏 み出 した もの で、 そ の結果 、 極 め て ラデ ィ カル な意志 の概 念 に基 づ く実 在論 的 二

元 論 の立 場 を打 ち出 してい る。 この ス コ トウスの思 想 は、 そ の後、 オ ッカムに ょ って名 目論 の方

向に徹 底 され るが、 他 方、 デ カル トに 年 代 的 に近 くな る ス ア レスに至 って、 存在 論 に 関 して継

承 され 、 これ は 本質 主 義 の方 向 に発 展 させ られ て、普 遍 学 の考 え を生 み 出 してtiる 。 デ カル トの

形 而 上学 は、 基 本的 に ス コ トウス の敷 い た路線 の上 に 立 っZ、 これ の、 オ ッカムや スア レスに よ

る屈 曲 を取h入 れ 、 更 に普 遍数 学 を存 在論 に とっ てか え る とい う形 にお い て成 立す る と考 え る事
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が 出来 る。 以 下 デ カル トの形 而 上 学 と 中世思 想 との連 関 につ い ての こ の よ うな 見通 しを 導 くべ く
、

い くつ か の点 を・ 殊 に 寧然 観或 は 存在 論 の構 造 、時 間、及び意 志 の概 念 に つ い てお さえ てみ た い
。

中世 にお け る レ・わ ゆ る近代 派 の宗 主 は、 オ ヅカムの ウィ リア ムで あ るが、 オ ヅカ ムの思 想Irt,

ス コ トゥス の敷 い た土壌 か らの
、 名 目論 の方 向へ の純 化 とみ られ るべ き もので あ り、 トマ スの体

系 の 内 に積極 的 に 吸収 され た ギ リシア思想 殊 に ア リス トテ レス主義 の超 克 と レて の近代 思 想 を根

底 的 に用 意 した ものは・ む し ろス コ トゥスの思 想 の 内 にまつ 求 め られ ね ば な らなtiと 思 われ る
。

周知 の よ うに、 トマ スの体 系 を支 え る根 本的 概 念 は 「エ ヅセ」 の概 念 で あ って
、 トミズ ムを論

ず る に、 これ の理解 な しにす ます 事は 出 来な いが、 今我 々の蘭心 上、 観 点 をそ の 自然観 及び人 間

の意 志 的実 践 の解 釈 に 限 るな らば、 トセスの 立場lrk,本 質的 に ア リス トテ レス主 義 を継 承す る も

めと い って よtiで あろ う。 第 一 に 自然 観 の基 軸 は
、 感 覚 的経 験 を 内実 とす る 「ア ナ ロ ギア」 の考

え で あ り・ 第 二 に人 間 の意 志 は・ 知 的 欲求 と しての 自然 的傾 向 と規 定 され
」.従っ て究極 目的 を志

向す る事 は、選 択 の余 地 を入れ ぬ 必 然 で あ って、 い わゆ る選 択 の 自 由 とは、'究極 目的 に対す る手 『

段 の選 択 に おい て のみ認 め られ る。 更 に我 々の主題 に関係 す 乙 神 にお け る意志 と知性 の関係 をみ

て お くと、 第一 に神 の思惟 内容 とみ な され る イデ ア或 は永 遠真 埋 は
、 神 の意志 に よっ て左 右 され

る もの とは され ていず ・ 加 うるに未 来 も含 め て現 実 世 界 に痴 け る あ らゆ る出来 事 は
、 神 にお け る

全 体 同 時 の永遠 知性 に よ って必 然 的 に見通 され て い る と考 え られ る
。 この点 は む しろ、 ネオ ・プ

ラ トニズ ムに つな げ られ るで あ ろ う
。

さて ス コ トゥス の思 想 は、 これ らのす べ て ゐ点 にお レ・て トマ スの 立場 と対決 す る もので ある
。

まず 第一 に 存在 論 の構 造 に つい て いえ ば、ス コ トゥス は 知 的概 念 の 感覚 経験 に対 す る 自立性 を強

調す る。感 覚 経験 は直 観知 を与 え るに 対 し、 知的 認 識 の得 るの は抽象 知 のみ で あ る事は認 め られ

るが 、 この抽 象知 は・感 覚 経験 の与 え る現 実 存在 に依 存す る事な く個 有 の 実在性 を含 ん で 自存 し
、

可 能的 推論 の源 泉 とな る。 そ うい う概 念 の一 つ と して 「存在 」 の概念 が あ る。 そ して存 在 の概念

は、 あ らゆ る他 の概念 に共通 す る も の と して カテ ゴ リー を も超越 す る第一 の概 念 で あ る。titiか

えれ ば 「存 在 」 の概 念は、 被 造 物、 創造 者 を問 わず 妥 当す る。 これ が周 知 の 存在 の一 義 性 の説 で

あ る。 そ こか ら、 この 存在 の概 念 的 領 域 を足 場 と して 「神 め存 在」 が論 証 され る。 こ の よ うな存

在 論 が、 トマス の ア リス トテ レ'ス主 義 とは っ きり対照 をなす 事 は 明瞭 で あ る。ス コ トゥス に よれ

ば、 トマス の よ うに 感覚 的経 験 に 立 脚 し、 アナ ロギ アの 関係 に従 っ て、 宇 宙論 的 に 神 の存在 を証

明す る仕 方 で は、 自然学 の枠 組 を超 え る 事は 出来 ず、 従 って神 の超 越性 を引 き出す 事が 出来 な い

とい う。 と ころで 、 この よ うに人 間 知性 の内か ら神 の存 在 に至 ろ うとす るス コ ドゥス の立場 は、

ネ オ ・プ ラ トニズ ムを継 承 す る ア ウ グス テ ィヌス主義 につ なが るので は な いか と い う事 は 当然考

え られ る。 しか し この 点に 関 し て も ズ コ トゥスの形而 上 学 は独 自な もの で あ って、概 念 は、 「神

の存 在 」 の概念 を除 い て あ くまで 抽 象的 且 つ可 能 的 で あ るにす ぎず 、現 実 存 在 に対 す る何 らの規

定 性 を持 たな い と され る。 神 の存 在 証 明に お い て も最 終 的czは 神 の無 限性 、 優勝 性が 存 在論 の論

理 的 認 識論 的枠 組 をはみ 出 して強 調 され てい る。 この概 念 の現実 存 在 に対 す る無 規定 性 一 それ 故

・中立 的 と もい われ てい る 一は
、 神 の 知性 にお け る イデ アの性 格 規定 には っ き り反 映 され てい る。
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神 の知性 内容 と しての イ デアは、 オ ッカ ム或 は デ カル トに おけ るの とは異 り・ 神 の意志 に よ る創

造行 為 に先 立 って あ る事は 否定 され なtiが 、 これ が 事物 の本 質 規定 に 関与 す る とは いわれ な い。

イデ アは、 い わ ば神 の意 志 行 為 の知 的要 素 にす ぎず、 こ の要 素 か ら必 然的 結 合 は知 性 に よっ ては

引 き出 し得 な い ので ある。 この 事は 殊 に、 永遠 と時 間 の関 係 につ い て のス コ トゥス の解 釈 に も徹

底 され てい る。 それ に よれ ば、 永遠 或 は神 の広 大 さ とい うの は、 現 実 の時 間・ 現実 の場所 と共 在

す る とは考 え られ な い。 現 実 の 「今 」 或 は 「場 所 」 は、 そ うtoう ものか ら引 き 出 し得 な い独 自性

を有 す る とは っ き り認 め られ る。 この 点 にお い てス コ トゥスは、 「全 体 同時 」 とい うパ ル メニデ

スに発 し、 トマ スに も継 承 され る伝 統 的 時 間概 念 を超 え てtiる 。(こ の よ うな ス コ トゥス におけ

る叡 知的 存 在 と感 覚的 存 在 の区 別 に関 す る議 論 は、 カ ン トの1770年 の就職 論 文 を想起 させ る

もので あ る。)そ うす る と現 実 の事物 の存 在 及び 本質 規定 の根拠 は何 か0そ れ は神 の意志 で ある

と考 え られ る。 ス コ トゥス の意志 概念 は 極 め て ラデ ィカル な もの で あ る。 まず 神 の意 志に 多様 な

対 象 及び結 果 に 対 して同一 の 行 為に よ っ て作用 す る と考 え られ る。 相 対 立す る もの に対 して も、

同時 に従 って継 起 な しに 向か うとされ る。(人 間 の意 志 に 関 し ては、 相 対 立す る ものに つ い てそ

の実現 は継 起的 で あ る他 は な いが0能 力的 に は継起 な しに 関わ り うる と してい る。)

従 っ て神 の意志 に よ る創 造行 為 は 徹頭 徹 尾偶 然 的 で あ る。 そ してそ の場 合、 神 の意 志 は、 トマ

スにお け るよ うに、 す で に神 の知 性 に お いて本 質 規定 を受 け た 事 物 に、 現 実 存 在 を与 え るとい う、

い わ ば作 用行 為 の担 い手で ある に と どま らず、 神 の知 性 に おけ る イデ アを も偶 然 的 に選 び、 事物

の本 質 規定 を与 え る意志 で ある。 更 に 神 の意 志 は、 中間 原因 を介 さず に 直接 的 に 事物 を創造 し得

ると され る。 そ こか ら、 現 実 の 事物0本 質 に 関 して は、 神 の知 性 は、 意志 の創 造 の後 に のみ 知 る

といわれ る。 さ きに現 実 の時 間的 空 間的 存 在力a永 遠や 神 の広 大 さ に還元 され な い と考 え られ た

のは、 それ が 神 の意 志 行為 の偶 然 的 結果 で あるか らで あ る。 いわ ゆ る未来 の偶 然 事 につ い て も、

それ が 神 の永 遠知 性 に現 存 す る とす る伝 統 的 見解 に反 対 して、 神 は未 来 の 事 を未来 の事 と して 創

造す る とい われ る。

さ て この よ うな主 意主 義 的 世 界観 は、 自然認 識 に つ いて は、 どの よ うな観 点 に 立つ 事 にな るで

あろ うか。 まず積 極 的 な面 か らす れ ば、 第 一 に知 的概 念 の 自立 性 を主 張す る 事は、 事物 の本 質 に

つ い ての、 ア ・プ リオ リな 認 識 に途 を 開 く事 にな るで あ ろ う。 第 二 に現実 的 事 物 が、 神 の意 志行

為 の偶 然 的結 果 で あ る と考 え られ る事 は、 それ が 自然認 識 に と って の独特 な源 泉 で あ る事、 従 っ

て叡 知 的 存在 に 対 して 下位 に 属す る不完 全 な 存在 で あ る とは考 え られ な い 事 を意 味す る。 そ して

更 に大 切だ と思 われ る事 として、 事物 の本 質規 定 そ の ものが神 の 行為 の偶 然 的 結果 で あ ると考 え

られ る事 は、 一 方 事物 の 内 の実 在 的 関 係 を認 め る事 で あ り他 方 そ の実 在 的 関係 自体 も人 間的 視野

か ら絶 対 視 し得 な い とい う事 で あ る。 つ ま り 自然 の斉一 性 が条 件 つ きで のみ 要請 し得 るとInう 事

で.ある。 ス コ トゥスは、 自 然 の 因 果 関 係 を、環 境 条 件 が 同 じで 、且 つ 神の 意志 が 不変 で あ

る と前 提 す る限 りに:おい て 自然的 関係 とみな し うる とい っ てい る。 こ こに我 々は デ カル トの永 遠

真 理 創造説 に通 ず る ものを認 め る事が 出来 る。 デ カル トの説 の主 張 の一 つ は、 人 間的 綿野 か ら見

られ る 自然 の必 然的 関係が 、 神 の視 座 か らすれ ば偶 然 性 を含 む とい う事で あ る。 ス コ トゥス の主
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意主 義 的 自然 観 は、 この主張 と軌 を一 つ に してい る とい って よい で あろ う。 ただ ス コhウ ス は、

イ、デア或 は永 遠真 理 そ の もの の神 の意志 に よる創造 とは い っ てお らず、 又 知的 概 念が 事 物 の本質

を デ カル トの よ うに:プ ・プ リオ リに直 観 し うる と もい ってNな い。 これ が ス コ トゥス の 自然 認識

論 の否 定 的 側面 で あ る。

ス コ トゥス にお い ては 知的 認 識 は実 在的 で ある とは認 め られ てい つつ も、 あ くまで 抽象 的可 能

的で あるに とど ま り、 事 物 の個 体 的本 質 の認 識 は保 留 され て い る。 い いか えれ ば、 知的 認 識 の範

型が な お論 理 学的 で あ り、数 学 に よ る個 体性 の本質 規定 の可 能性 が 十分 考 慮 に入 ってNな い。勿

論、 イデ ア論 を残 した ま まで、 数 学 的本 質 直 観 を認 め る事は 、 プ ラ トニズ ムに戻 る事 にな って し

ま う。 数 学カミ自然的 世 界 の法 則性 に同化 翫 るため には、 永遠 真 理 の創 造 とい う考 えが 要請 され ね

ばな らな い の で ある。 そ して次 に述 べ るオ ッカ ムの デ カル ト形 而 上学 に対 す る役割 は、 この イデ

ア或 は永 遠真 理 を名 目化す る事 に よ って、 デ カル トの永 遠真 理 創 造説 に下地 を提供 した点 に あ る

と考 え られ る。

オ ッカ ムの思 想 は、 オ ヅカ ムのか み そ り とい う命 名 か ら察 せ られ るよ うに、 極 め て ラデ ィ カル

な もので あ る。 スコトゥス に よっ て、 伝 統 的 な ア リス トテ レス主義 及び プ ラ トニズ ムゐ超 克は 企だ

て られ たが 、 オ ッカムは これ らを一 掃 し、 のみ な らず スコトゥス の形 而 上学 の概 念 的産 物 を も無効

にす る。

そ の一 徹 な批判 的精 神 の 成果 は、 論理 学 及び 自然 学 に表 われ て い る。 論 理 学 にお い ては、Nわ

ゆ る形 式 的帰 結 と質 料 的帰 結 の うち0過 去 及び 同時 存在 に関す る質 料 的 帰結 のみ を真 と し、 カテ

ゴ リー-に基づ く形式 的 帰 結 を一 切名 目化 す る事 に よ って、 ア リス トテ レス以 来 の論 理 学 を質 的 に

極 め て洗 練 され た ものに仕 立 て あげ た 。 自然 学 にお い ては、 時 間 及 び場 所 の概念 を運動 物 体 と一

つ の もの とみな し、 自然 学 を ア リス トテ レス主義 の枠 組 よ り解 放 す る。 この よ うに、 オyカ ムは、

伝 統 思想 を文字 通 り・一掃 した点 にお い て、 新 たな思 想 の形 成 を用意 した とい う事は 当然 認 め られ

て よい。 しか しなが らオ ッカムの思 想が 、 近代 的 自然 観 の基 礎 をな す積 極 的 な原 理 を提 供 したか

ど うか とい う事 は別 問題 で あ る。 凡 そ、 名 目論 の立場 が 哲学 史 上 しば しばそ うで あ るよ うに、 オ

ヅカムの名 目論 の意 義 は0旧 来 の独 断的 教 説 を打 ち破 った とい う点 に殊 に存 在す るので は な いか

と思 われ る。 我 々の関心 事、 即 ち、 数 学 と 自然学 の統 一 とい う課題 に対す るオJカ ムの思 想 の貢

献 度 とい う事 になれ ば、積 極 的 な 評価 を与 え る事は 出来 な い で あろ う。

オ ッカムに よれ ば、 自然 の斉 一性 を 自然認 識 の前 提 とす る 事 は 出来 な い。 神 の意志 は、 単純 性

と い う理 念 に 従 わ な い と考 え られ るか らで あ る。 そ こか ら、 人 間 知性 に とっ て肝要 な 事lrk,複

雑 な 自然現 象 に つい て の、 人為 的 レベ ルに おけ る概 念形 成 で ある と考 え られ る。 この よ うな 立場

に お い ては数 学的 観 念 の普遍 性 を、 自然 現 象 の法 則性 と同一 化 す る とtiう 思 想は 積極 的 に打 ち出

され 得 な い で あろ う。 論理 学 上、 注 目す べ き成果 を残 した オ ッ カムの思想 が 、 デ カル トにおい て

確 立 され る数 学 的 自然 学 の形 成 に十 分 参 与 した形 跡 が な いの は、 この よ うな 事情 を反映 して い る

と思 われ る。

た だ、 オ ヅカム の意志 概念 に関 しては、 デ カル トの それ との連 関が考 え られ るが 、 これ につ い
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て も二sア ソス を与 え る必 要 が あ る。 先 に ス コ トウ～くにお い て神 及 び人 間 の意 志 が、 相 対 立す る

事 項 に(人 間 にお い ては 少 く:とも能 力 的 に)同 時 に継 起 な しに 及び うる と考 え られ る事 を述 べ た

が、 オ ッヵ ムに お い ては、 これ は否定 され る。 相 対 立す る事 項 に 対 し ては継 起 的 に のみ 作 用 し う

ると され る。 この 事は、 神 の意志 行 為 の結 果 は、 与 え られ た限 りに お いて偶 然 的 では な く絶 対的

で あ る とInう 事 を意 味 す る。 論理 学 に おけ る過 去 及び 同時存 在 に つ い ての命 題 の無 条 件 な真 理性

の容way.一 般 に 認識 論 に おけ る個 物 の 直観 の絶 対 的 な位 置づ け は、 こ の意 志 論 に 由来 す る0(オ

ヅカムは、 ある と ころ で、 神 は明 証 知 につ い ては欺 か な い と い って い る。,)オ ヅカムの 思 想 の デ

カル ト形 而 上学 に対 す る影 響 は、 さ きに予 示 した よ うに、 イデ ア及 び永 遠真 理 の名 目化 とい う事

に あ る。 オ ッカ ムに よれ ば、 神 にお け る属性 の区 別 は、 ス コ トウス と違 って認 め られ ず 、従 っ て

イデ ア或 は永 遠真 理 の 神 におけ る存 在 は否定 され るので あ る。(こ の点 が、 デ カル トにお い て、

具 体 的 には 悪霊 の想定 にお い て取 り入れ られ 、デカル トの省 察 の歩 み を決定 づ け るの で あ る。 然 し

デ カル トにお い て、 そ の後、 永 遠 真 理 の人 間的 視野 に おけ る必 然性 が 復権 され るの は周 知 の通 り

で あ る。)

最 後 に、 デ カル トの形 而 上 学 の形 成 に対 す る ス ア レス の役 割 に つ い て少 しふれ て お きた い。 ス ・

ア レスの意 志論 につ い ては、 トマ スを全 面的 に継 承 した もの にす ぎず、 デ カル トとの 連 関 を予 想

させ る ものは な レ・が、 そ の存在 論 に つ いて は、 「規則 論 」 にお け る デ カル トの立場 にふれ る と こ

ろが認 め られ る。 これ は、 ス コ トウス の存在 論 を プ ラ トニズ ム の即 ち本質 主 義 の 方 向に 徹底 した

もので、 それ に よれ ば、 まず 存 在 の概 念 に つ い て、 連 結詞 として の 「あ り」 と存在 を定 立す る

「あ り」 を区別 し、 前 者 の 「あ り」 は本 質連 関 を示 す 「あ り」 で あ っ て、 後 者 の 「あ り」 と独立

の上位 の レ琴 ル を構 成す る.とされ る。 いいか え る と、 この よ うな レベル に お いて考 察 され る本 質

連 関 は、 後 者 のか か わ る外 的因 果 連 関 と無 関係 に 充足 し、 現 実 存 在は、 この本 質連 関に 何 らの実

在 的豊 か さを加 え な い もの と考 え られ る。 そ してこれ らの本 質 問 の 関係 は、 神 に お い ての みな ら

ず、 それ 自身 にお い て永 遠 の真 理 を もつ とされ る。 こ の よ うに考 え る事 に ょ って、 あ らゆ る学 問

は 本 質 の観 点 にお い て互 い に連 結 して い る もの とみな す 事が 出来、 そ こか ら一 つ の形 而 上学 的普

遍 学 を考 え る事 が 出来 る とい う。 こ うして ス ア レス にお い て、 存在 論が 本 質 主 義 の方 向 に徹 底 さ

れ る事 に よっ て、 神学 よ り相 対 的 に 自立 し、 普遍 学 に向か うとい う事 態が 生 じて い る。 それ と共

に、 人間 自身に お い て、 感 覚 に 対す る知 性 の狸立 性 、或 は 同一性 及び知 的 認識 の普 遍 性が 強 調 さ

れ る に至 ってい る。

デ カル トは、 ラ ・フレー シ学 院 にお い て こ のス ア レス の著 作 に接 す る機 会 を もった と思 われ る

が、 その後 、 「規則 論 」以 後 、形 而上 学 の改 変 に 向か ・う際、 これ を反省 の手 近 な素 材 に し ていた

形跡 が 強 い。 特 に 「規 則論 」 の本 質 主 義的 認 識論 の内 に、 ス ア レスの思 想 の 反映 を読 み取 り うる

と思われ る。 周 知 のよ うに、 「規 則論 」 の認 識論 の基本 的 な 主張 は、 あ らゆ る真 理 は、 単 純 な本

質 の 直観 と、 そ の 本質 の複 合 ど して の演 繹 に よ っ て 把 え 得 る とす る もので ある。 そ して この よ

うな 「本 質性 」 の 観点 に 立 っ て諸概 念 の系列 化 が考 え られ る。 こ の系列 化 は、 トミズ 「」に おけ る

ように、「存 在 の類 比 」に 関係 づ けられる限 りにお い てで は な く、 事物 の一 が 他 か ら認 識 せ られ 得 る
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限 りに おNて な され な けれ ば な らな い とす る。 つ いで この よ うな、 対象 面 に おけ る本 質 連 関 の設

定 に対応 し て知性 の同一 性 が 強調 され る。 そ し てこ の よ うな認 識論 は 形 而上 学的 に は、心 身 の区

別 の主張 につ なが る もので ある。

この よ うに み る と規則 論 の 立場 が、 ス ア レス の本 質 主義 的 存在 論 に甚 だ近 い面 が あ る事が 推 察

され ると思 う。 デ カル トの形 而 上学 の形 成が 、 ス ア レスに至 る存在論 の路 線 をまず 足 が か りに し

てい る と い う事が いい うるので は なlnか と思 われ る。 勿論 この伝 統 が、 デ カル トの形 而上学 を決

定 づ け たの で はな い。 新 た な 自然 観 を支 え る形 而 上学 の形 成 のた めfrCIrJ;,この存在 論 の伝 統 をふ

まえ なが ら も、 これ を根 本的 に組 み変 え る必 要 が あ る。 そ して その よ うな動 向は、 規 則論((C$o'to

て明瞭 に表 われ てい る、 それ は、数 比 を、 存 在論 の本 質連 関 に組 み 入れ る とい う考 え
、 即 ち普遍

数 学 の構 想 で あ る。

数 比 を一 般 存在論 の モ デル にす る とい う考 えの萌 芽 は、 古代 ギ リシア に ある。 まず エ ウ ドク ソ

スに よっ て・ ピュタ ゴ ラス派 の整数 間 の比 例論 をその 特殊 な場 合 と して含 括す る
、 よ り一般 的 な

比微 念が打ち立てられた.(Df.m・ ミ ・bPm・ ミ 。d)これは、個別的形象的数学観岐 配

され た ギ リシア数 学史 にお い て、 画期 的 な 意味 を もつ もので あ る。 ア リス トテ レス は
、 存在 一般

を対 象 とす る形 而 上学 の提示 に際 して、 こ の比 例論 の一 般 的性 格 に言 及 して い る。 しか しア リス

トテ レス 自身 は、 そ の個 別実 体 を対 象 と しア ナ ロギ アを軸 とす る形 而 上学 に
、 この比 例論 を持 ち

こ む事 は 出来 なか った。 そ の後 この構 想 は、 中世 の存在 論 の歴 史 に お い て久 し く忘 却 され る事 に

な る。 そ して ル ネ ヅサ γスにお いて ギ リシア数 学が 再生 され た の を契 機 と して、 デ カル トに至 っ

て始 め て比 例論 と存在 論 の統 一 が 成 し とげ られ るので あ る。 ギ リシア思 想 と中世思 想 の統 一 とし

ての デ カル トの形 而 上学 は、 具 体的 には 第一 段階 と して、 比 例論 と存 在論 の統 一 を意 味す るので

ある。 さて 近代 自然 観が 最終 的 に確 立 され るた め には、 更 に も う一一段 階、 こ の普遍 数 学が、 自然

学 と、 ど の よ うな 関係 に 入 るか とい う問題 が 解決 され る必 要が あ る。 「規 則論 」 の段 階 では、 普

遍数 学 の構 想が、 ス ア レス の影 響 を受 け て い る と思 われ る プ ラ トニズ ムに つな が る本質 主 義的 認

識論 の路 線 の 上に置 か れ て い る。 「規 則論 」後 半 に:おい ては、 この比 例 関 係 と実 在 的 延長 との対

応 へ と考 察 を進 め て い るが、 そ の際 の認 識論 の根 拠 は、 カソ ト主 義 の観 念論 に近 い もの で、 比例

関 係が ㍉ 想像 の内 に お いて実 在 的 延長 に移 され る と考 え てい る。 従 って 自然認 識 に関 して、 純粋

知性 が 、 事物 本 質規 定 の独 自な 源泉 で あ り、 感覚 経験 は、現 実 存 在 に対 して、 そ うで あ る とい っ

た 事 の考 慮が 十 分 な され て いな い。 この よ うな問 題 に最 終 的な 決 着 を与 え る のが、 永 遠真 理創 造

説 で あ る。 そ して これ に至 る には、 規 則論 の本質 主 義的 認 識論 力湘 対 化 され る必 要 が あ る。 こ の

課題 を デ カル トは、 そ の後 、 形 而 上学 に つ いて主 意 主義 的 立場 に 立 つ事 に ょ って解 決 す る事 にな

る。 思 想 史的 連 関か らすれ ほ、 こ の時 点 にお い て、 オ ッカムの主 意主 義 的名 目論 の反映 演考 え ら

れ るで あろ う。 直接 的 関 係か らす れ ば、 メル セ ソヌの影 響が 考 え られ る。 メル セ ンヌは、 オ ッカ

ム と同 じ フ ラ ソシス コ派 の僧 侶 で あ って、 そ の立 場 は、 ジル ソ ソの考 え るよ うに、 トミズ ムに属

す る もの で な く、 オ ッ カムの名 目論 を継 承 して い る。 それ に よれ ば、 神 は、 絶対 的 至高 の王 にな

.そ らえ られ 、 世 界が い ま あ る よ うに しな い事 も可 能 で あ る と考 え られ る。 自然 観 につ い てtiえ ば、
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数 学 は、 観念 の可 能的 存 在 に関与 す る学問 で あh、 自然学 は、 複 雑 な現 象 に つ 廼 ての整 合 的知 識

を もって足れ りとみ な し てい る。1630年 、 デ カル トが 、 自分 の 自然 学 と、 そ の基 礎 づ け と・し

て の永遠 真 理 創造説 を核心 とす る形 而 上 学 の構 想 を表 明 す る の は 、 専 ら メ,ル セ ン ヌ あ て の 手

紙 に お い てで あ りた 。 この よ うに デカル トの形 而 上学 は、 ス ア レスの本 質 主義 的 存在 論 を足 が か

如に して、 これ,をメル セ ンヌ の系統 の名 目論 に ょ って相 対化 し、 神 につ い て の主 意主 義 的解 釈 を

支 点 とす る実 在論 的 二 元論 とい う形 で 自ら温 め つづ け て きた数 学 的 自然 学 の基 礎 づけ と して形 成

され た とい うふ うにみ る事が 出来 るの では な いか と思 う。 そ し てそ の形 而 上学 の枠 組 が、 全 体 と

して絃 ス コ トウス のそれ に近 い もの に な っ てtiる とい うのが 、 我 々ρ見通 しで ある 。 従 って近代

的 自然 観 は、 ス コ トゥス の敷 いた 枠 組 と比 例論 を含 む ユ ーク リッ ドの原論 及 び アル キ メデス の著

作 に代 表 され る ギ リシア数 学 を背 景 と して、 デカル トに よっ て確 立 され た と い う聖に な る で あろ

う。

(こば や しみ ち知 パ リ大学 助 手)
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